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＊△は、コンクリート部分を切らない事�

管台（H型）　φ100～φ700�
図-23

管台（大型）　φ100～φ1500�
図-24

パイプの種類と刃について�9 「管台」使用時の注意�10
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b7Î、12Î給水タンクの給水部品ノズルは、無くても十
分ご使用できます。�

bダクタイル管の場合はコックを細く絞り、コンクリート、
電柱等はコックを中ほどまで開き、ご使用してください。�

b切粉、砂等で水の出が悪くなりましたら、全開にしてい
ただくと詰まりは解消されます。�

2．傾斜地を避け、平坦な場所で使用してください。�
3．パイプの呼び径に合った、コロの位置を選び、パイプを
載せてください。�

1．管台の種類と適用�

《重要注意》�
◎コロの位置が不適切ですと、パイプが不安定にな
り、大変危険で事故の原因になります。�
◎パイプをのせる時は、コロが外れない様に充分注
意して、静かにのせてください。�
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